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(百万円未満切捨て)

１．2019年３月期第２四半期の連結業績（2018年４月１日～2018年９月30日） 
（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)
 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2019年３月期第２四半期 1,694 9.6 284 109.6 293 87.1 204 114.0 

2018年３月期第２四半期 1,545 6.8 135 5.3 156 △9.3 95 △9.3 
 
(注) 包括利益 2019年３月期第２四半期 228百万円 ( 131.8％) 2018年３月期第２四半期 98百万円 ( －％) 

  

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

 円 銭 円 銭 

2019年３月期第２四半期 18.11 16.82 

2018年３月期第２四半期 8.59 7.87 

(注) 当社は、2017年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。2018年３月期の期首

に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益を

算定しております。 
  

（２）連結財政状態  
 

 総資産 純資産 自己資本比率 

 百万円 百万円 ％ 

2019年３月期第２四半期 2,683 1,526 56.9 

2018年３月期 2,487 1,293 52.0 
 
(参考) 自己資本 2019年３月期第２四半期 1,526百万円  2018年３月期 1,293百万円

  

２．配当の状況 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

 2018年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00 

 2019年３月期 － 0.00       

 2019年３月期(予想)     － 0.00 0.00 

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

  

３．2019年３月期の連結業績予想（2018年４月１日～2019年３月31日） 
 (％表示は、対前期増減率)
 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 3,525 9.9 490 52.1 512 44.1 328 54.3 29.07 

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無 

  



 
※ 注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無 

  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) 

  新規   －社 (社名)          、除外   －社 (社名) 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 

(注)  詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記 （３）四半期連結財務諸表に関する注記事

項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有 

② ①以外の会計方針の変更 ： 無 

③ 会計上の見積りの変更 ： 無 

④ 修正再表示 ： 無 

（４）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2019年３月期２Ｑ 11,296,160株 2018年３月期 11,257,760株 

② 期末自己株式数 2019年３月期２Ｑ －株 2018年３月期 －株 

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2019年３月期２Ｑ 11,276,596株 2018年３月期２Ｑ 11,106,635株 

(注)  当社は、2017年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。2018年３月期の期首

に当該株式分割が行われたと仮定して、発行済株式数（普通株式）を算定しております。 

  

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

  

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提と

なる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定

性的情報 （３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国や欧州各国における政治情勢の変動や金融政策動向、米中に

おける貿易摩擦の激化懸念等、先行き不透明な状況は依然として続いているものの、企業収益や雇用・所得環境の改善

等を背景として、引き続き緩やかな景気回復基調で推移しております。 

 当社の属する情報サービス産業におきましては、ビッグデータ、IoT、人工知能（AI）等の市場の拡大が引き続き見

込まれる一方で、国内でこれらの開発を担う人材の不足が懸念されております。 

 このような状況の中、グローバル事業においては、主にフィリピンでのオフショア拠点を活用したITソリューション

開発事業を展開しており、「自動化（Automation）」「ビッグデータと分析（Analytics）」「人工知能（AI）」等の

コア技術を活かし、自動車、金融、医療、製造業向けにコアソリューションを提案しております。さらに、積極的な新

規採用、即戦力としての中途採用等により、更なる事業拡大に向けた取組みに邁進しております。 

 メディカル事業においては、医療機関向けレセプト点検ソフトウエア『Mighty』シリーズのシェア拡大に向けた取組

みを継続し、レセプト点検ソフト「MightyChecker®」シリーズ、オーダリングチェックソフト「Mighty QUBE®」の売上

は、引き続き堅調に推移し、ストック型ビジネスとして安定した収益源を確保しております。さらに、クラウドコンピ

ューティングを活用したレセプト点検及びデータ分析エンジンを構築することにより、「レセプト点検ソフトのリーデ

ィングカンパニー」から「医療ビッグデータ分析のリーディングカンパニー」へと、新たな高収益モデル確立に向けた

取組みを実施しております。また、2018年７月開催の「国際モダンホスピタルショウ2018」において、従来の「Mighty 

Checker」の機能を強化し、学習機能やグループ医療機関対応を実現した「MightyChecker EX」を参考出展し、好評を

博する等、ユーザー目線に立った製品の開発を続けております。 

 一方で、当社の事業戦略のスローガンの１つである「協業企業様との投資を介したWINWINモデル」も順調に進捗して

おり、2018年６月のユニロボット株式会社に引き続き、2018年９月には株式会社Liquidと資本業務提携いたしました。

これにより、当社グループが展開しているオフショア開発センターの活用および人工知能、分析等最新の知見を活用し

たソリューションとの連携、フィリピン市場における事業開発、および医療分野における新たなビジネスの創出および

マーケティング展開における協業を目的とし、生体認証市場において、更なる事業ピラーの構築等、Win-Winの関係を

実現してまいります。 

 この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高1,694,151千円（前年同期四半期比9.6％増）、営業利益

284,208千円（前年同期四半期比109.6％増）、経常利益293,544千円（前年同期四半期比87.1％増）、親会社株主に帰

属する四半期純利益は204,210千円（前年同期四半期比114.0％増）となりました。 

  

 セグメントごとの経営成績を示しますと、次のとおりであります。 

 ① グローバル事業  

  ａ．グローバル部門  

 グローバル部門においては、フィリピン及び日本における既存顧客からの継続・安定した堅調な受注と、大手新規

顧客の増加が継続していることに加え、自動車産業向けテスト自動化ソリューションや製造業及び医療分野における

分析ソリューション等、コア技術を活かしたコアソリューションの横串的な展開を加速する等、当社グループの成長

戦略に向けた取組みを積極的に実施しております。中国においては、案件が翌四半期へずれ込む等の状況が続いてお

りますが、既存顧客との関係強化による受注は拡大しており、さらに新規案件獲得のための営業活動を、コア技術を

活かしたソリューション提案含め積極的に進めております。また、米国においては、引き続き新規顧客の開拓や案件

の獲得に注力する等、中長期的な連結業績および企業価値の向上に向けた積極的な営業活動を実施しております。 

  

  ｂ．エンタープライズソリューション部門 

 エンタープライズソリューション部門においては、金融セクターを中心とした既存案件の堅調さに加え、公共イン

フラセクター等新規案件も順調に拡大しており、当社グループの成長戦略に沿った取り組みを積極的に実施しており

ます。 

 

 以上の状況より、グローバル事業の売上高が堅調に推移したことに加え、フィリピン・ペソの為替レートが想定よ

り円高基調で推移しコスト面で有利に働いたこと等により、新規ソリューション開発に向けた人員強化を積極的に実

施したことによる人件費の増加、及びフィリピンでの創立25周年行事に伴う支出をこなし、セグメント利益は計画を

上回る水準で推移しております。 
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 この結果、グローバル事業の売上高は1,082,356千円（前年同四半期比9.3％増）、セグメント利益は197,480千円

（前年同四半期比44.7％増）となりました。 

  

 ② メディカル事業 

 メディカル事業においては、子会社である株式会社エーアイエスの主力製品であるレセプト点検ソフト

「MightyChecker®」やオーダリングチェックソフト「Mighty QUBE®」の導入医療機関が順調に増加したことにより、

売上高は堅調に推移しております。データ分析業務においては、分析システムが医会機関紙にその効果が掲載される

等、今後の医会・学会をはじめとするアカデミックな団体等への更なる横展開を視野に入れ、また、確実な案件獲得

のために代理店との連携を進め、受注拡大に向けた営業活動を進めております。また、開発案件については、更なる

新規案件の獲得に関し引き続き開発要員の確保が喫緊の課題となっております。 

 一方、利益面につきましては、プロジェクト毎の徹底した収益管理及び継続的なコスト削減等への取組みにより、

引き続き、収益性が大幅に改善しております。 

 この結果、メディカル事業の売上高は632,636千円（前年同四半期比11.5％増）、セグメント利益は234,559千円

（前年同四半期比38.3％増）となりました。 

   

（２）財政状態に関する説明 

 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結会計

期間の期首から適用しており、財政状態に関する説明については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値で前連結

会計年度との比較・分析を行っております。 

  

  （資産） 

 当第２四半期連結会計期間末における流動資産は2,080,910千円となり、前連結会計年度末に比べ32,003千円増加

しました。これは主に、受取手形及び売掛金が41,461千円減少したものの、現金及び預金が106,859千円増加したこ

とによるものであります。固定資産は602,917千円となり、前連結会計年度末に比べ164,607千円増加しました。これ

は、有形固定資産が3,476千円減少したものの、無形固定資産が12,319千円、投資その他の資産が155,765千円増加し

たことによるものであります。 

  

  （負債） 

 当第２四半期連結会計期間末における流動負債は979,498千円となり、前連結会計年度末に比べ51,581千円減少し

ました。これは主に、前受金が37,358千円増加したものの、買掛金が14,741千円、１年内返済予定の長期借入金が

23,540千円減少したことによるものであります。固定負債は177,694千円となり、前連結会計年度末に比べ15,279千

円増加しました。これは主に、長期借入金が11,746千円減少したものの、退職給付に係る負債が7,363千円増加した

ことによるものであります。 

  

  （純資産） 

 当第２四半期連結会計期間末における純資産は1,526,635千円となり、前連結会計年度末に比べ232,913千円増加い

たしました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上による利益剰余金が204,210千円、新株予約権

の行使により資本金及び資本剰余金が4,800千円増加したことによるものであります。 

   

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 2019年３月期の業績予想につきましては、当第２四半期連結累計期間における業績の進捗を勘案し、2018年５月14日

に公表いたしました業績予想を変更しております。詳細につきましては、2018年11月７日に開示いたしました、「2019

年３月期第２四半期（累計）および通期の業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記 

（１）四半期連結貸借対照表 
           (単位：千円) 
          

前連結会計年度 
(2018年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(2018年９月30日) 

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,210,479 1,317,339 

  受取手形及び売掛金 504,483 463,022 

  仕掛品 20,134 21,040 

  その他 321,397 283,076 

  貸倒引当金 △7,587 △3,567 

  流動資産合計 2,048,907 2,080,910 

 固定資産   

  有形固定資産 79,453 75,976 

  無形固定資産   

   ソフトウエア 58,317 45,957 

   ソフトウエア仮勘定 64,497 89,177 

   無形固定資産合計 122,814 135,134 

  投資その他の資産 236,042 391,807 

  固定資産合計 438,309 602,917 

 資産合計 2,487,216 2,683,828 
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           (単位：千円) 
          

前連結会計年度 
(2018年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(2018年９月30日) 

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 57,425 42,684 

  1年内返済予定の長期借入金 69,066 45,526 

  未払法人税等 58,486 57,688 

  前受金 496,236 533,595 

  賞与引当金 153,027 150,243 

  その他 196,837 149,760 

  流動負債合計 1,031,079 979,498 

 固定負債   

  長期借入金 35,909 24,163 

  退職給付に係る負債 47,856 55,220 

  資産除去債務 7,206 7,245 

  その他 71,443 91,065 

  固定負債合計 162,415 177,694 

 負債合計 1,193,495 1,157,193 

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 710,253 712,653 

  資本剰余金 614,869 617,269 

  利益剰余金 108,942 313,153 

  株主資本合計 1,434,064 1,643,075 

 その他の包括利益累計額   

  為替換算調整勘定 △136,172 △113,477 

  退職給付に係る調整累計額 △4,440 △3,233 

  その他の包括利益累計額合計 △140,613 △116,710 

 新株予約権 270 270 

 純資産合計 1,293,721 1,526,635 

負債純資産合計 2,487,216 2,683,828 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第２四半期連結累計期間 

           (単位：千円) 
          前第２四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 
 至 2018年９月30日) 

売上高 1,545,375 1,694,151 

売上原価 912,444 942,222 

売上総利益 632,930 751,928 

販売費及び一般管理費 497,332 467,720 

営業利益 135,598 284,208 

営業外収益   

 受取利息 478 328 

 持分法による投資利益 7,431 9,712 

 為替差益 6,042 － 

 貸倒引当金戻入額 － 3,888 

 その他 8,675 5,130 

 営業外収益合計 22,627 19,059 

営業外費用   

 支払利息 778 416 

 為替差損 － 7,379 

 その他 578 1,928 

 営業外費用合計 1,357 9,723 

経常利益 156,868 293,544 

税金等調整前四半期純利益 156,868 293,544 

法人税等 61,421 89,333 

四半期純利益 95,447 204,210 

非支配株主に帰属する四半期純利益 － － 

親会社株主に帰属する四半期純利益 95,447 204,210 
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四半期連結包括利益計算書 

第２四半期連結累計期間 

           (単位：千円) 
          前第２四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 
 至 2018年９月30日) 

四半期純利益 95,447 204,210 

その他の包括利益   

 為替換算調整勘定 △3,597 22,695 

 退職給付に係る調整額 6,558 1,207 

 その他の包括利益合計 2,961 23,902 

四半期包括利益 98,408 228,113 

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 98,408 228,113 

 非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

 該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

   

（会計方針の変更） 

（従業員等に対して権利確定条件付き有償新株予約権を付与する取引に関する取扱いの適用） 

「従業員等に対して権利確定条件付き有償新株予約権を付与する取引に関する取扱い」（実務対応報告第36号 

平成30年１月12日。以下「実務対応報告第36号」という。）等を2018年４月１日以後適用し、従業員等に対して権

利確定条件付き有償新株予約権を付与する取引については、「ストック・オプション等に関する会計基準」（企業

会計基準第８号 平成17年12月27日）等に準拠した会計処理を行うことといたしました。 

ただし、実務対応報告第36号の適用については、実務対応報告第36号第10項(3)に定める経過的な取扱いに従っ

ており、実務対応報告第36号の適用日より前に従業員等に対して権利確定条件付き有償新株予約権を付与した取引

については、従来採用していた会計処理を継続しております。 
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（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間(自  2017年４月１日  至  2017年９月30日) 

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(単位：千円) 

 

報告セグメント 

合計 
調整額 
（注１） 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注２） 

グローバル 
事業 

メディカル 
事業 

計 

売上高       

 外部顧客への売上高 985,966 559,408 1,545,375 1,545,375 － 1,545,375 

 セグメント間の内部 
 売上高又は振替高 

4,032 7,819 11,851 11,851 △11,851 － 

計 989,998 567,228 1,557,226 1,557,226 △11,851 1,545,375 

セグメント利益 136,451 169,658 306,110 306,110 △170,511 135,598 

(注) １．セグメント利益の調整額△170,511千円は、主に報告セグメントに帰属していない一般管理費等の全社費用

であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

当第２四半期連結累計期間(自  2018年４月１日  至  2018年９月30日) 

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(単位：千円) 

 

報告セグメント 

合計 
調整額 
（注１） 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注２） 

グローバル 
事業 

メディカル 
事業 

計 

売上高       

 外部顧客への売上高 1,062,675 631,475 1,694,151 1,694,151 － 1,694,151 

 セグメント間の内部 
 売上高又は振替高 

19,680 1,161 20,841 20,841 △20,841 － 

計 1,082,356 632,636 1,714,992 1,714,992 △20,841 1,694,151 

セグメント利益 197,480 234,559 432,039 432,039 △147,831 284,208 

(注) １．セグメント利益の調整額△147,831千円は、主に報告セグメントに帰属していない一般管理費等の全社費用

であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

（追加情報） 

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。 

 


